
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然災害の発生を食い止めることはできません

が，日頃からきちんと備えておくことで，避難所生活

のストレスを軽減させることは可能です。 

行政の取組に加えて，一人ひとりが防災への意識

を持ち，地域みんなで助け合うことはとても大切な

ことです。 

身近なところに男女共同参画・・・ミニ講座 その７ 

３月８日は「国際女性デー」です。２０世紀初頭，アメリカで女性労働者が参政権と労働条件の改善

を求めてデモを行いました。それを受けて１９７５年，国連が制定したものです。差別撤廃や地位向上

を働きかけてきた女性たちの勇気と決断を称える日，またその活躍に感謝する日でもあるでしょう。世

界中で，国や民族，文化，政治等の壁に関係なく，広く記念行事や催しが行われます。 

日本での認知度は低めですが，イタリアでは，国際女性デーにふさわしい花として，男性から日頃の

感謝を込めて女性に「ミモザ」の花束を贈る習慣があるそうです。イタリアに自生するミモザは，貧富

の差に関係なく誰でも感謝の気持ちを表現できるからだそう。そこからミモザの花が国際女性デーを象

徴する花として世界中に広まりました。ミモザはきれいなイエロー。だからでしょう，国際女性デーの

催しには，イエローがドレスコードとなっているものが多いようです。 

プチ情報・・・ロシアの国際女性デーは，「国民の祝日」なのだそうです。この 

日，女性は博物館やスケートリンクの入場料が無料になるそうですよ。 

国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」SDGs 

（持続可能な開発目標）のゴール５はジェンダー平等です。国際女性デーを機に，改 

めて男女共同参画を考えてみてはいかがでしょうか。県では，国際女性デーに合わせ 

たパネル展を開いています。テーマは「男女共同参画 多様な視点からの防災・減災」です。裏面に詳細

を載せています。ご覧ください。 

©宮城県・旭プロダクション 

ミモザの花とともに 

パネル（全８枚）を貸し出しています。 

皆さんが集まる場所に展示して，男女共同参画につい

て一緒に考えてみませんか？ ※詳しくは，共同参画

社会推進課にお問い合わせください。 
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宮城県 環境生活部 

共同参画社会推進課 
〒９８０－８５７０ 

仙台市青葉区本町三丁目８番１号 

T E L ０２２－２１１－２５６８ 

F A X ０２２－２１１－２３９２ 

メール danjyo@pref.miyagi.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みやぎ男女共同参画相談室の御案内 

一般相談 ℡０２２－２１１－２５７０ 

受付 月曜日から金曜日まで（祝日・休日・LGBT 相談時間除く） 

午前８時３０分から午後４時４５分まで 
 

男性相談 ℡０２２－２１１－２５５７ ※男性相談員対応 

受付 毎週水曜日（祝日・休日除く）正午から午後５時まで 
 

法律相談 ℡０２２－２１１－２５７０ ※事前予約制 

※女性の弁護士が面接にて相談対応します 

受付 毎月第４木曜日（祝日・休日の場合は翌週） 

午後１時から午後４時３０分まで 
 

LGBT(性的マイノリティ)相談 ℡０２２－２１１－２５７０ 

受付 毎月第２・第４火曜日（祝日・休日除く） 

正午から午後４時まで 
 

     
県では，女性も男性も誰もが働きやすい

職場づくりやワーク・ライフ・バランス

に取り組む企業を応援しています。   

◆◆◆◆現在の認証企業数◆◆◆◆ 

○ 認証企業     ３０８社 

○ ゴールド認証企業  ２７社 

（令和２年３月１日現在） 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

認証制度に関するお問い合せ 
宮城県共同参画社会推進課 
℡０２２－２１１－２５６８ 

 
女性のチカラを活かす 

企業認証制度 

        多様な視点からの防災・減災 

私たちの生活を大きく変えたあの東日本大震災のあとも，毎年のように日本各地で大きな災害が起きてい

ます。そしてそのたび，避難所運営の在り方が話題となっています。 

避難所のリーダーは女性よりも男性が多いこと，皆さんご存じですか。自分の時間を削ってまで被災者の

ために尽力した男性リーダーが大勢います。 

一方女性は，避難所において，生活部分に更衣室や間仕切りが少なかったため，プライバシー確保が不十

分だったり，下のような不都合が起こったりすることが多かったのです。 

そこでこれからは，「避難所運営の負担も疲弊も，男性・女性ともに担って，お互いに背負うものを軽く

しましょう」，「女性は女性の視点でアイディアや意見を出して，避難所運営に関わりましょう」という考

え方に変わってきているのです。 

災害が起きた時，男性も女性も LGBT の方も，赤ちゃんも高齢者も外国人も障害のある方も，全ての人

が安全に安心して生活できるようにしなければなりません。それには全ての人の声が必要なのです。これこ

そが，多様な人が生き生きと暮らせる社会イコール男女共同参画社会です。 

平常時にある社会の課題は災害時に大きく現れます。災害に向けた準備は，毎日の日常の中にこそ作って

おかなければなりません。 
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